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新機能

プラットフォームの更新

このリリースのでサポートされるバイスについては、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/products-device-support-tables-list.htmlの互換
性マトリクスを参照してください。

プラットフォームのアップグレード

このリリースでは、一般的なアースおよび技術リフレッシュアップグレードの両方がサポート

されています。

このリリースでは、デスクトップエクスペリエンスを備えたMicrosoft Windows Server 2016
Standardおよび Datacenter Edition、Microsoft SQL Server 2017 Standardおよび Enterprise Edition
へのインプレースオペレーティングシステムのアップグレードが可能になり、その後、以前

のリリースから Unified CCEがアップグレードされます。詳細については、Contact Center版
Cisco Hosted Collaboration Solutionのインストールおよびアップグレードガイドを
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cust_contact/contact_center/hcs-cc/12_0_1/Install_
Upgrade_Guide/hcs-cc_b_installing-and-upgrading-guide-12-0.htmlで参照してください。
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ハードウェアプラットフォームサポート

Cisco UCS C240 M5SXサーバのサポート

TRCを展開するには、Contact Center版Cisco Hosted Collaboration Solution、リリース 12.(1)が、
Cisco UCS C240 M5SXサーバにインストールされていなければなりません。

仕様ベースの展開では、他のサーバもサポートされています。

Cisco UCS C240 M4SX等の旧リリースのサーバプラットフォームから Contact Center版 Cisco
Hosted Collaboration Solutionのアップグレードはサポートされています。

Cisco UCS C240 M4SXサーバ上で、以下を実行します。

•リリース 12.0 (1)にアップグレードする際は、4000エージェントを使用する展開タイプで
は、16 GB RAMのハードウェアメモリを、 Cisco CVP、リリース 12.0 (1)がインストール
されている仮想マシンをホストするる Cisco UCS C240 M4SXサーバに追加します。

（注）

コンタクトセンター向けCiscoHostedCollaborationSolutionのサーバのプラットフォームおよび
展開情報の詳細は、以下のContact Center版 Cisco Hosted Collaboration Solutionソリューション
設計ガイドhttps://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/products-implementation-design-guides-list.htmlを参照し
てください。

VMのハードウェアバージョン 11へのアップグレード

このリリースをインストールする前に、インストールされている仮想マシン (VM)のバージョ
ンがバージョン 11であることを確認してください。

VMバージョンをバージョン 11にアップグレードする前に VMの電源をオフにします。（注）

CCEの展開をリリース 12.0 (1)にアップグレードする際は、仮想マシンのクライアントマニュ
アルに記載されている手順に従って、ESXi 6.0アップデート 2以降を選択して、VMの互換性
をバージョン 11にアップグレードします。VMバージョン 11のアップグレード互換性は、
ESXi 6.0アップデート 2以降で提供されています。

ESXi 6.0アップデート 2以降以外のオプションを選択した場合、VMバージョンがバージョン
11にアップグレードされない場合があります。

重要

VMの互換性をバージョン 11にアップグレードした後、VMの電源をオンにします。（注）
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リファレンス設計のレイアウト

以下のレファレンス設計のリファレンス設計レイアウトは、 Cisco UCS C240 M5SXサーバ向
けに変更が加えられています。

• 2000エージェント

• 4000エージェント

• 12000エージェント

このリリースで導入されたさまざまなリファレンス設計のサポートの詳細については、#unique_
10トピックを参照してください。

セキュアな接続

CCEソリューションは、社内外の悪用の影響を受けやすい個人の身元情報 (PII)等、顧客の機
密情報を管理します。CCEソリューションでは、PIIのセキュリティを 2つの方法で保証しま
す。まず、ソリューションに作成された内部ログにPIIを保存しないことで、PIIを伝送するト
ランスポートチャネルをセキュリティで保護することにより、この外部の脅威から保護しま

す。

このリリースは、PIIを伝送するトランスポートチャネルのエンドツーエンドのセキュリティ
を提供します。

このリリースでは、以下の場合にセキュリティで保護された接続を有効にすることができま

す。

•セルフサービスコミュニケーション: CVPおよびVRU PGで、セキュアな接続を有効にし
ます。

•送信オプション: CTIサーバ、ダイヤラおよびメディアルーティング PGのセキュアな接
続を有効にします。

•エージェントデスクトップコミュニケーション:必要に応じて、CTIサーバおよび Cisco
Finesseサーバ、または CTI OSでの混在モードの接続を有効にします。

•サードパーティとの統合:アプリケーションゲートウェイサーバとクライアントとのセ
キュアな接続を有効にします。

•複数チャネル通信:以下の間のセキュアな接続を有効にします。

• ECE (サーバ)とMR PG (クライアント)

• CTIサーバと ECE (クライアント)

証明書の管理およびモニタリング

このリリースでは、セキュア接続を確立するために必要なセキュリティ証明書を管理する Cisco
certutilという新しいユーティリティが提供されています。
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このリリースには、SSLおよびTLSベースの証明書およびキーを監視するUnifiedCCECertificate
Monitorと呼ばれる新しいサービスも含まれています。このサービスにより、システム管理者
は、実行中の Unified CCEサービスを中断せずに、システムに有効なセキュリティ証明書をイ
ンストールすることができます。上記証明書の有効性および有効期限について、イベントビュー

アーを使用してシステム管理者に警告します。

詳細については、以下のガイドを参照してください。

•証明書モニタリングサービスの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの Cisco Unified ICM/Contact Center
Enterpriseサービスアビリティベストプラクティスガイドを参照してください。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/tsd-products-support-series-home.htmlのコンタクト
センター向けの Cisco Hosted Collaboration Solutionのソリューション設計ガイドリリース
12.0

• https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-installation-and-configuration-guides-list.htmlの Cisco Unified ICM/Contact Center
Enterpriseセキュリティガイド。

デフォルトのドメイン名

このリリースには、Configuration Managerの [システム情報 ]ダイアログに新しいオプション [
デフォルトドメイン名]が含まれています。このオプションを使用すると、非SSO環境でユー
ザ名に追加するデフォルトのドメイン名を選択できます。ユーザ名が UPN (または SAMアカ
ウント)フォーマットでない場合、必要に応じて、ユニファイド CCEはこのグローバルドメ
イン名をユーザ名に付加します。

非 SSOソリューションでは、ユニファイド CCEではユーザ名を UPN形式にする必要はあり
ません。ただし、複数のPGでの管理者のサインインなどのアクティビティでは、UPN形式の
ユーザ名でサインインする必要がある場合があります。

非 SSOソリューションは、必要なドメイン名を追加してリリース 11.5または 11.6のユーザ名
に追加される必要がありました。これらのソリューションでは、デフォルトのドメイン名を設

定してから、一括エディタツールを使用してユーザ名からドメイン名を削除できるようになり

ました。詳細な手順については、 Cisco Unified ICM/Contact Center Enterpriseコンフィギュレー
ションガイドを参照してください。

連絡先ディレクターが 3つ統一 CCEターゲットへのサポート
このリリースでは、Contact Directorのリファレンス設計でサポートされているユニファイド
CCEターゲットの数が 2 ~ 3に増加しています。Contact Directorは最大 3つのターゲットのユ
ニファイド CCEインスタンスで最大 24000のエージェントを処理できます。
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拡張コールコンテキストペイロード

この機能により、拡張コールコンテキスト (ECC)変数の柔軟性が拡張されます。ECCペイロー
ドは、最大サイズが 2000バイトである定義された ECC変数のセットです。CTIクライアント
への ECCペイロードには、CTIメッセージに含まれる ECC変数名に追加の 500バイトが含ま
れています。

以前のリリースでは、システム全体で 2000バイトの ECC変数しか定義できませんでした。こ
のリリースでは、必要に応じて、ECC変数はいくつでも定義することができます。特定の操作
に必要な情報で ECCペイロードを作成できます。特定の ECC変数を複数の ECCペイロード
に含めることができます。特定のECCペイロード内の特定のECC変数は、そのメンバーと呼
ばれます。

同じコールフローで複数の ECCペイロードを使用することはできますが、一定の時点で有効
範囲を持つ ECCペイロードは 1つのみとなります。インターフェイスによる ECCペイロード
のサポートの詳細については、 Cisco Unified ICM/Contact Center Enterpriseコンフィギュレー
ションガイドを参照してください。

デフォルトの ECCペイロード

このソリューションには、下位互換性のために「デフォルト」名を持つ ECCペイロードが含
まれています。ソリューションがより多くのECC変数スペースを必要としない場合は、デフォ
ルトのペイロードのみが必要となります。このソリューションは、上書きされない限り、デ

フォルトのペイロードを使用します。

ソリューションがデフォルトのペイロードのみを保持している場合、ソリューションは、2000
バイトの制限に達するまで、新しい ECC変数をすべてデフォルトのペイロードに自動的に追
加します。

デフォルトのペイロードは削除できませんが、メンバーを変更することはできます。（注）

新規インストールでは、デフォルトのペイロードに、定義済みのシステム ECC変数が含まれ
ます。リリース12.0にアップグレードすると、スクリプトによって既存の ECC変数がデフォ
ルトのペイロードに追加されます。

アップグレード中に、システムが最初に既存の ECC変数をデフォルトのペイロードに移行す
る場合、CTIメッセージサイズの制限は確認されません。メンバー名が、CTIクライアントに
対して ECCペイロードに割り当てられている追加の 500バイトを超える場合があります。デ
フォルトのペイロードが制限を超える場合は、制限に合わせて変更します。

このような ECCペイロードをクライアント要求で使用すると、その要求は CTIサーバによっ
て拒否されます。このような ECCペイロードの OPCメッセージの場合、CTIサーバは ECC
データなしでメッセージを送信します。この場合、「CTI サーバは、オーバーフロー状態になったため

に ECC 変数を転送できませんでした」というイベントがログに記録されます。

重要
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ECCペイロード機能は、非リファレンス設計では使用できません。（注）

詳細については、次のマニュアルを参照してください。

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
hosted-collaboration-solution-contact-center/tsd-products-support-series-home.htmlのContact Center
版 Cisco Hosted Collaboration Solution、リリース 12.0ソリューション設計ガイド

ECCペイロード API

ECCペイロード機能には APIが含まれています。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/
us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-programming-reference-guides-list.htmlの Cisco Unified Contact Center Enterprise開発者リ
ファレンスガイドを参照してください。

PCM (G: 711) A-lawサポート
このリリースでは、パルス符号変調（PCM）A-lawエンコーディングが SIPダイヤラに追加さ
れています。

SIPダイヤラは G: 711エンコード法、A-lawおよび µ-law両者をサポートするようになりまし
た。[アウトバウンド (sipダイヤラ)]オプションでは、sipダイヤラと sipサービスプロバイダー
間の最初のネゴシエーション用に、キューブのDSPコーダリソースは必要ありません。CUBE
は、SIPダイヤラと SIPサービスプロバイダー間でエンコーディングを自動でネゴシエートし
ます。

エンコーディングの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.htmlのUnified Contact Center Enterpriseアウ
トバウンドオプションガイドを参照してください。

更新済み機能

NPA NXXデータベースの更新
Unified CCEリリース 12.0 (1)には、2018年 10月 3日にリリースされた北米地域のプレフィッ
クスデータに基づく北米のローカルエクスチェンジ (NPA NXX)データベースの更新バージョ
ンが含まれています。システムをアップグレードして、発信コール用の北米ダイヤルプランを

使用している場合は、このアップデートの地域プレフィックス更新ツール (RPUT)を実行しま
す。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-user-guide-list.htmlのUnified Contact Center Enterprise向け
アウトバウンドオプションガイドを参照してください。
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必要なシステム CLIアップデート
このリリースには、System CLIの変更が含まれています。Ciscoのインストーラは、すべての
Ciscoの VM上の System CLIを更新します。

ただし、System CLIをコピーして、外部マシンで実行することは可能です。旧バージョンの
System CLIでは、Unified CCE 12.0の監視用には正常に機能しません。旧バージョンの System
CLIは、外部マシンのバージョンとリリース 12.0のバージョンに置き換えられます。

CTI OSのプラットフォームの更新

Visual Studio 2015の再頒布

このリリースには、サーバ側およびMicrosoft Windows 10クライアントでの Visual Studio 2015
の再配布が含まれています。

ソフトウェアアップデート

CTI OSプラットフォームが次のように更新されました。

バージョンソフトウェア

4.7.1.NET Framework

1.8アップデート 161JAVA JRE

CTI OSクライアントおよびサーバのMicrosoft Windowsプラットフォームの詳細については、
次の『 Contact Center Enterprise互換性マトリクス,リリース 12.0 (1)』を参照してください
https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/unified-contact-center-enterprise/
products-device-support-tables-list.html。

（注）

統合デジタルマルチタスキング

このリリースでは、割り込み可能なメディアルーティングドメイン (MRDs)ECEをサポートす
る CCEルーティングが強化されています。新しい機能により、エージェントは次のことを実
行できます。

• [タスクの選択 (Pick tasks)]:ユニファイドCCEキューまたは外部アプリケーションのキュー
から特定のタスクの取得。

• [プルタスク(Pull tasks)]:キューの順序に基づいて、ユニファイド CCEキューまたは外部
アプリケーションのキューから次のn個のタスクの取得。

• [タスクの転送 (transfer tasks)]:特定のタスクを別のエージェントまたはキューとの間で転
送。
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この機能を使用するには、コールフロー内のすべてのコンポーネントがリリース 12.0 (1)であ
る必要があります。

重要

選択とプルの統合

エージェントは、使用可能な電子メールタスクから電子メールタスクを選択できます。エー

ジェントは、キュー内の使用可能な電子メールタスクから電子メールタスクをプルすること

もできます。ピックまたはプルアクティビティは、次の場合でも実行できます。

•エージェントが音声コールで忙しい状態です。

•エージェントが電子メールの最大タスク制限に達し、エージェントが音声コールまたは
チャットアクティビティを処理しています。

•コールは、ピックまたはプル要求で使用できないキューにキューイングされます。

これらの機能拡張は、 Cisco Finesseリリース 12.0 (1)の ECEガジェットで使用できます。

ECEタスクの転送

ECEタスクの転送管理は以下の通りです。

•エージェントに転送された ECEタスクまたはキューに戻るタスクは、
Agent_Skill_Group_Intervalおよび Skill_Group_Interval履歴テーブル内の転送の統計 (転送イ
ン/転送アウト/TransferInCallsTime)としてカウントされます。

• ECEのタスクがエージェントに転送されるか、またはキューに戻された場合、周辺機器の
通話を転送先 (4)に分類したターミネーション Call DETAIL (TCD)レコードが生成されま
す。

Active Directoryおよびサービスアカウントマネージャの機能拡張

Microsoft Active Directoryから CCE認証を分離する

は、認証と認可機能を分離します。リリース 12.0 (1)まで、はMicrosoft Active Directoryセキュ
リティグループを使用して、セットアップタスクと設定タスクを実行するためのユーザアク

セス権を制御します。ソリューションの管理には、承認のためにMicrosoftADの書き込み権限
が必要です。

認証と認可を分離すると、Microsoft ADを使用して、された cceコンポーネントの許可を管理
する必要がなくなります。ユーザ権限は、ローカルマシンのローカルユーザグループへのメ

ンバーシップによって提供されます。Microsoft ADは認証にのみ使用されます。

このリリースでは、Microsoft ADからの承認を分離する次の拡張機能が導入されています。

• Websetupは、ロガー、代理店およびHDSサービスのサービスアカウントを作成するのに
使用されなくなりました。管理者は、セットアップの前にサービスアカウントドメイン
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ユーザを作成できます。Websetupは、既存のドメインユーザに対してサービスアクセス
を許可し、確認します。

•セットアップユーザは、セットアップユーティリティを実行するためにローカル管理者
権限だけを必要とします。ADの ICM_Setupセキュリティグループは廃止されています。

• Configuration Managerや Script Editorなどの設定ツールを実行するために、設定ユーザは
ローカル管理者権限を必要とせず、ADの ICM_Configセキュリティグループに割り当て
る必要はありません。ただし、必要に応じて古い設定セキュリティグループを引き続き使

用できます。セキュリティグループを使用するこの動作は、 Adsecuritygroupupdateレジ
ストリキーによって管理されます。

•コンポーネント間で一貫したインスタンスの命名を可能にするために、ICM OU構造は
ADでも必要です。

•アップグレードプロセスの一環として、ADからローカル設定テーブルへのユーザロール
の1回限りの移行があります。「ユーザロールの更新ツール」の項を参照してください。

ADSecurityGroupUpdateレジストリキー

このレジストリキーは、インスタンスの組織単位 (OU)の下で、ドメイン内の設定および設定
セキュリティグループの更新を許可または拒否します。デフォルトでは、リリース 12.0 (1)へ
のアップグレードでは、このキーがオフ (0)に設定されます。これにより、更新が拒否されま
す。

サービスアカウントマネージャのユーザヘルス

リリース 12.0 (1)へのアップグレード後、サービスアカウントマネージャは、 UcceService
ローカルグループ内のユーザをチェックします。ユーザがローカルセキュリティグループに

存在しない場合、サービスアカウントマネージャはステータスを「異常」として表示します。

正常でないサービスアカウントを選択し、[修正グループメンバーシップを修正する (FixGroup
Membership) ]ボタンをクリックして、サービスアカウントマネージャ (SAM)ツールまたは
Websetupで、ステータスを正常にするか、新しいドメインユーザを入力します。

ユーザロール更新ツール

Active Directoryベースの許可拡張機能では、Microsoft ADからデータベースにユーザ認可ロー
ルを移行するためにツールを使用する必要があります。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/customer-collaboration/
unified-contact-center-enterprise/products-installation-guides-list.htmlにある『 Cisco Unified Contact
Center Enterprise Installation and Upgrade Guide』を参照してください。
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特記事項

リリース 12.0 (1)のインストール

プラットフォームの更新

リリース 12.0 (1)をインストールするときに、Microsoft Windows更新が並行して実行されてい
ないことを確認します。

（注）

Ciscoユニファイド CCEリリース 12.0 (1)へのインストールまたはアップグレード

Ciscoユニファイド CCEリリース 12.0 (1)をインストールまたはアップグレードする場合は、
次の考慮事項が適用されます。

•インストーラーをリモートで実行しないでください。インストーラ ISOファイルをローカ
ルマシンにのみマウントします。

•以前の ICM-CCE-CCHInstallerと呼ばれていたインストーラは、ICM CCEインストーラと
して名前が変更されています。このインストーラは完全なインストーラです。以前にイン

ストールされていたリリースへのロールバックはサポートされていません。復元ポイント

として使用する仮想マシン (VMs)をバックアップします。

•アップグレードを実行するために最低限必要なディスクスペースは 2175 MBです。

•ライブデータサーバなどの Cisco VOSベースのサーバをアップグレードする前に、VM
の電源をオンにします。VMの電源をオンにする前に、VMの電源がオンになっていると
きにVMツールをチェックしてアップグレードするようにVMが設定されていることを確
認します。

VMWareツールアップグレードの詳細については、VMwareのドキュメントを参照してく
ださい。

• CUCMリリース 12.5にインストールまたはアップグレードする場合は、 Cisco Unified
Contact Center Enterpriseインストールおよびアップグレードガイドに記載されている手順
を使用して JTAPIをインストールします。

CUCMバージョンとの JTAPIの互換性の詳細については、
https://d1nmyq4gcgsfi5.cloudfront.net/site/jtapi/documents/jtapi-ucm-compatibility-matrix/にある
『JTAPI CUCM Compatibility Matrix』を参照してください。
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12.0 (1)ベースインストーラを使用してリリース 12.0 (1)をインストールする場合は、Microsoft
Windowsセッションなどの他のすべての既存のアプリケーションが閉じられていることを確認
します。インストールまたはアップグレードプロセスによって更新が必要になる可能性がある

アプリケーション (誤ってオープンまたはアクティブのままになっている場合)は、インストー
ルまたはアップグレードプロセスがスムーズに実行されない可能性があります。インストーラ

ログには、アップグレード中にロックされたファイルの詳細が表示されます。

インストールまたはアップグレード中に発生する問題を解決するには、すべてのアプリケー

ションを閉じ、12.0 (1)ベースインストーラを再実行します。

（注）

Ciscoユニファイド CCEリリース 12.0 (1)のインストールまたはアップグレードの詳細につい
ては、 Cisco Unified Contact Center Enterpriseインストールおよびアップグレードガイドを参
照してください。

Unified CCEリリース 12.0(1)のアンインストール

ICM CCEインストーラ ISOを使用したリリース 12.0のアンインストールはサポートされてい
ません。

リリース 12.0 (1)のアップグレード以前に存在していたバージョンに戻す必要がある場合は、
リリース 12.0 (1)にアップグレードする前に、次のいずれかを実行します。

1. アップグレードの前に、仮想マシンのスナップショットを電源オフ状態で実行します。

2. アップグレードの前に仮想マシンをクローンします。

パフォーマンスの問題を回避するために、アップグレードが正常に完了した後で、これらのス

ナップショットまたはクローンを削除します。

Administration Clientや Internet Script Editor (ISE)などの他のパッケージのアンインストールと
再インストールがサポートされています。

スクリプトエディターの変更により、既存のスクリプトモニターが無

効になる

このリリースでは、統合デジタルマルチタスキングや ECCペイロードなどのいくつかの新機
能が、スクリプトエディタ内の既存の複数のノードに追加されています。これらの新しいモニ

タでは、既存のスクリプトが単一のスクリプト内の900モニタの制限を超える可能性がありま
す。

スクリプトがこの制限を超えると、リアルタイムモニタの一部が動作しなくなります。この場

合、ルータのログとイベントレポートに、スクリプトがモニタの制限値を超えていることを示

すメッセージが定期的な表示されます。この制限を超えるスクリプトを編集すると、スクリプ

トを保存しようとする際に警告が表示されます。
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会議コールからのコール参加者のドロップ

このリリースでは、以下の注意事項が解決されています。

• CSCvb42182

• CSCvb52840

• CSCve48564

この解決策により、会議通話の参加者を、Unified CCEソリューションおよびコンポーネント
の発信者情報とガジェットのステータスの更新を含む適切なログおよびイベントを削除するこ

とができます。

コールが CVPのキューに登録され、エージェントにリダイレクトされると、会議コールの参
加者が削除される可能性があります。コールが CVPからエージェントにリダイレクトされる
シナリオでは、以下の追加のイベントメッセージが CTIサーバから CTIクライアントに送信
されます。

• CVPから解放された接続デバイスに対して、原因コード 28 (CEC_REDIRECTED)の
CALL_CONNECTION_CLEARED_EVENTが発生します。

•新しい接続がコールに追加されると、原因コード 50 (CEC_CALL_PARTY_UPDATE_IND)
の CALL_ESTABLISHED_EVENTが発生します。

親/子の展開では、この機能はデフォルトで無効になっています。この機能を有効にするには、
親と子の両方の展開をリリース 12.0にアップグレードする必要があります。親/子の展開でこ
の機能を有効にする方法については、 Cisco Contact Center Gateway Cisco Unified ICME/CCE向
けゲートウェイ導入ガイドを参照してください。

サポートされるログイン形式

ログイン形式については、以下のユーザの属性を使用して説明します。

ユーザの詳細

John.Kimユーザ名

cce.localドメイン FQDN

C012345ユーザの SAM名

CSSDCの NetBios

cce.com使用可能な代替サフィックス

以下の表は、 Cisco Unified ICM/Contact Center Enterprise向けの Unified CCE管理およびWeb
セットアップでサポートされるログイン形式を示しています。
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Unified CCE Websetup
でサポート

Unified CCE管理でサ
ポート

ログイン形式S. No.

ありありUPN形式のログインです。この
際、UPNは [ユーザ名@
DomainFQDN]でUPNが作成され
ています。

例: john.kim@cce.local

1

ありありUPN形式のログインです。この
際、UPNは [ユーザ名@
ALTSuffix]で UPNが作成されて
います。

例: john.kim@cce.com

2

ありありUPN形式でログインしますが、
[SAM@DomainFQDN]を使用しま
す。

例: C012345@cce.local

3

ありなしUPN形式でログインしますが、
[SAM@NetBIOS]を使用してログ
インします。

例: C012345@CSS

4

ありなしNetBIOS形式の NetBIOS\SAMで
ログインします。

例: CSS\C012345

5

ありなしSAM名だけでログインします。

例: C1012345

6

SAM@ AlteateSuffixを使用したログインはサポートされていません。（注）

その他の重要な考慮事項

管理クライアントツールの表示

ConfigurationManagerの一部のツールが正しく表示されない場合があります。MicrosoftWindows
10クライアントでは、設定のアプリケーションの拡張性を修正する適切な設定をオンにしま
す。
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ぼやけて見えるアプリケーションのスケーリングを修正する方法の詳細については、クライア

ント OSのマニュアルを参照してください。

アウトバウンドオプション HAレプリケーション

このリリースでは、Microsoftのガイドラインに基づいてレプリケーションのパフォーマンスを
向上させるために、名前付きパイプから TCP/IPへのアウトバウンドオプション高可用性のレ
プリケーションプロトコルを変更します。

Microsoft SQLレプリケーションはベストエフォート技術であるため、導入とダイヤリングの
使用例に応じて、アウトバウンドキャンペーンのレプリケーション遅延が大きくなる可能性が

あります。ウォームスタンバイのキャンペーンマネージャは、レプリケーションなしで有効

にすることができます。

レプリケーションプロトコルの詳細については、CiscoUnifiedContactCenter Enterpriseソリュー
ション設計ガイドを参照してください。

営業時間のサポートなし

Contact Center 12.0リリースの HCSは営業時間機能をサポートしていません。

廃止された機能
廃止された機能は完全にサポートされています。ただし、廃止される機能についての追加の開

発はありません。これらの機能は、将来のリリースで削除される予定になっている場合があり

ます。割り当てられた交換機能に移行するように計画します。新しい展開を実装する場合は、

廃止機能ではなく、交換技術を使用してください。

例外またはその他の修飾子の詳細については、該当するメモを参照してください。

注替わりリリースで

発表

廃止された機能

Cisco MediaSenseは、リ
リース 12.0 (1)以降は、
Contact Center Enterprise
ソリューションではサ

ポートされていません。

Cisco MediaSenseは、
Release 11.6 (x)等のそれ
以前のリリースでのみサ

ポートされています。

なし。12.0(1)Cisco MediaSense
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注替わりリリースで

発表

廃止された機能

Cisco Context Serviceのサ
ポートは継続して提供さ

れ、必要に応じて重要な

バグ修正が提供されま

す。

クラウドベースの新しく

改善されたカスタマー

ジャーニーを開発して、

Cisco Context Serviceと置
き換える予定です。この

機能は、Customer Journey
Platform、Unified CCX、
Unified CCE、Packaged
CCE、コンタクトセン
ター向けHCSなど、すべ
ての Ciscoコンタクトセ
ンターソリューションで

共通となります。詳細に

ついては、公開された

ロードマップを参照する

か、 Ciscoまでお問い合
わせください。

新しいカスタ

マージャー

ニーが可能にな

るまでの間、既

存の Cisco
Context Service
のユーザは、こ

の機能を継続し

て使用すること

ができます。

（注）

なし。12.0(1)コンテキストサービス

なし。なし。12.0(1)整合性チェックツール

なし。なし。12.0(1)外部スクリプトの検証

なし。なし。12.0(1)トランスレーションルートウィザード

なし。なし。12.0(1)Symposium ACD
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注替わりリリースで

発表

廃止された機能

なし。なし。11.6(1)MIBオブジェクト

• cccaDistAwWebViewEnabled

• cccaDistAwWebViewServerName

• cccaSupportToolsURL

• cccaDialerCallAttemptsPerSec

STIGコンプライアンスの
詳細については、
https://communities.cisco.com/
docs/DOC-64548を参照し
てください。

SHA-25611.5(1)SHA-1証明書

なしエージェン

ト、VRU
およびMR
PGs

11.5(1)汎用 PG

Avaya SEI/CVLANプロト
コルがベンダーによって

廃止されました。

TAESPIM11.5(1)ECSPIM

"Sprawler"は、1つのボッ
クスに管理&データサー
バを持つ Proggerです。
これはラボでの展開に使

用されました。

Packaged
CCEE展開

10.0(1)"Sprawler"展開

削除され、サポートされない機能
以下の機能は提供されなくなりました。

替わりリリースから有

効

機能

Microsoft Windows 10.12.0(1)Windows 7は、CCEソリューションの管
理クライアント向けクライアントOSとし
てサポートされています。

Windows 7向けのMicrosoftの製品ライフ
サイクルマイルストーンに基づき、サポー

トは削除されます。
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サードパーティソフトウェアへの影響
サードパーティソフトウェアの詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/hosted-collaboration-solution-contact-center/
products-device-support-tables-list.htmlの Contact Center Enterprise互換性マトリクスを参照して
ください。
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